
生分解性プラスチック応用製品の開発

インテリア用織物
（繊維リソース事業で製織、製品化検討）

土のう袋
（宮崎県、高知県、静岡県
　　　　　　　　　　　石川県で採用）

梱包袋、ゴミ袋

貝類種苗生産用トレイ
（県水総試との共同開発）

　従来のプラスチック製品は、丈夫で長持ちするため、逆に廃棄処理が問題となって
います。これを解決するため、廃棄後は速やかに分解して環境に負荷を与えないと
いう特徴を持つ生分解性プラスチックが注目されています。本研究では、繊維化を
中心に成形加工技術の開発をすすめ、県下企業への技術移転と製品化を行ってい
ます。

生分解性プラスチック生分解性プラスチック生分解性プラスチック

フラットヤーンマルチフィラメント 成型品 フィルム

成形加工技術の開発
９０年から他に先駆けて研究開始

〔繊維部　担当者 山本〕

土壌埋設
　　14日後

技術移転先企業の設備で生産した
各種繊維

応用製品の開発
９３年から開始

技術移転
９４年から順次開始

中興化成工業㈱と共同開発

刺し網

（北海道大学で試験）

テニスガット

モノフィラメント

海水浸漬
400日後

県内企業

かにかご
（水産庁、県水総試で操業試験）

植生ネット

　　　　つる巻きネット
（県砂丘地試験場との共同開発）

誘引ひも、ロープ
（県農総研で試験中）人工藻

（北九州市で水質浄化用に利用）
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